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ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　2-15. 現在速度レジスタ

2-15. 現在速度レジスタ（Ｒ 11） ･････【ＲＥＡＤ】

　現在の送りパルス出力速度を検出する１３ビット構成のＵＰ／ＤＯＷＮカウンタ（自己モニタ）

です。　送りパルス出力停止中は停止直前の速度を示します。

　当レジスタは動作中でも読み出し可能。　但し、パラメータレジスタ選択コマンドで当レジスタ

を選択するときに必ず“レジスタ読み書きタイミング”を“複数バイト同時”とし、データの読み

書きは上位・下位バイトの順に行ってください。　制御素子の拡張モード（2-4 項.参照）で利用で

きます。

　　　　【注１】範囲：　８,１９１（hex.１ＦＦＦ）≧ Ｒ 11 ≧１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６００

　　　　【注２】実際の速度 Ｆ［ｐｐｓ］＝ Ｒ１１ ×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ７ ･･････ 速度倍率レジスタ（２－１１項）

　　　　　　　　　表２－１５Ａ．現在速度レジスタ／上位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　  各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 15

Ｂ 14

Ｂ 13

 　不使用【＝０に固定】

  

  

Ｂ 12

Ｂ 11

Ｂ 10

Ｂ 9

Ｂ 8

 　現在速度データ

　　　（上位５ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　　　　　　　　　表２－１５Ｂ．現在速度レジスタ／下位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

 　現在速度データ

　　　（下位８ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード
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2-16. 汎用入力ポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　ＰＭＣ－３５４ＡＴ

2-16. 汎用入力ポート ･････【ＲＥＡＤ／専用ポート】

　各軸用２ビット×４軸分＝８ビット、任意に使用できる現在値入力ポートです。　外部機器のス

テータス監視等に利用できます。　このうち、各軸共【ＳＶＡＬＭ】入力はアラーム（緊急停止）

入力に指定できます。

　操作は、

　　　　　　ＧＰＩＮＰＴ＝ｉｎｐ（BASE＋16）；　／＊　汎用入力ポート　＊／　　　です。

　◆緊急停止：　各軸ごとの【ＳＶＡＬＭ】入力は拡張モードレジスタ２（Ｒ 13）のビットＢ 22

　　　　　　　のセット（＝１）により緊急停止機能を持たせることができる。（2-6 項.参照）

　◆入力ﾚﾍﾞﾙ：　フォトカプラ（絶縁）電流駆動。【1-8 項・5-1 項.参照】／論理変更不可。

　　　　　　　　　　　表２－１６Ａ．汎用入力ポートのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　 各ビットの機能 　　　＝１のとき 　　　＝０のとき

Ｂ７  ★Ｕ　ＩＮＰＯＳ 　　閉回路状態（ＯＮ）  　開放状態（ＯＦＦ）

Ｂ６  ★Ｕ　ＳＶＡＬＭ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ５  ★Ｚ　ＩＮＰＯＳ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ４  ★Ｚ　ＳＶＡＬＭ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ３  ★Ｙ　ＩＮＰＯＳ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ２  ★Ｙ　ＳＶＡＬＭ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ１  ★Ｘ　ＩＮＰＯＳ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）

Ｂ０  ★Ｘ　ＳＶＡＬＭ 　　  〃  〃  （ 〃 ）     〃  〃 （  〃  ）
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ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　2-17. 汎用出力ポート

2-17. 汎用出力ポート ･････【ＷＲＩＴＥ／専用ポート】

　 各軸用２ビット×４軸分＝８ビット、任意に使用できるラッチ出力ポートです。　外部機器の

 ＯＮ／ＯＦＦ，リセット等に利用できます。

　 操作は、　　ｏｕｔｐ（BASE＋16，GPOUTP）；　／＊　汎用出力ポート　＊／　　　です。

　 ◆出力ﾚﾍﾞﾙ：　フォトカプラ絶縁

　　　　　　　　 ダーリントン・オープンコレクタ出力。【5-1 項.参照】／論理変更不可。

　 ◆初期状態：　電源ＯＮ直後は全ビットＯＦＦ。

　　　　　　　　　　　表２－１７Ａ．汎用出力ポートのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　 各ビットの機能 　　　＝１のとき 　　　＝０のとき

Ｂ７  ★Ｕ　ＳＶＲＳＴ 　　　　　ＯＮ 　　　　  ＯＦＦ

Ｂ６  ★Ｕ　ＳＶＯＮ 　　　　　 〃 　　　      〃

Ｂ５  ★Ｚ　ＳＶＲＳＴ 　　　　　 〃 　　　      〃

Ｂ４  ★Ｚ　ＳＶＯＮ 　　　　　 〃 　　　      〃

Ｂ３  ★Ｙ　ＳＶＲＳＴ 　　　　　 〃 　　　      〃

Ｂ２  ★Ｙ　ＳＶＯＮ 　　　 　　〃             〃

Ｂ１  ★Ｘ　ＳＶＲＳＴ 　　　　　 〃             〃

Ｂ０  ★Ｘ　ＳＶＯＮ 　　　　　 〃             〃
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2-18. 減速レートレジスタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ＰＭＣ－３５４ＡＴ

2-18. 減速レートレジスタ（Ｒ５） ･･････【ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ】

　　高速動作時に最高速からベース速度まで減速してゆく傾斜を指定するものです。　高速・指定

　数（プリセット）送り動作で減速点自動検出モード（2-4.項／制御モード設定コマンド）のとき

　は加速レートレジスタの値が減速レートも兼用するので、本減速レートレジスタと次 2-19.項に

　記す減速点数レジスタＲ６の設定は不要です。　この結果、加速と減速の動作が対称な台形駆動

　になります。（特に必要の無い限り当モードが便利です。）

　　減速点自動検出を使用しない場合には本減速レートレジスタＲ５と次 2-19.項に記す減速点数

　レジスタＲ６の設定が必要になります。

　　　　　　　　表２－１８Ａ．減速レートレジスタ／上位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　  各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 15

Ｂ 14  　不使用【＝０に固定】

  

  

Ｂ 13

Ｂ 12

Ｂ 11

Ｂ 10

Ｂ 9

Ｂ 8

 　減速レート値データ

　　　（上位６ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　　　　　　　　表２－１８Ｂ．減速レートレジスタ／下位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

 　減速レート値データ

　　　（下位８ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　《 計算式 》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６００

　　◆ベース速度ＦＬ＝（定速送り速度レジスタＲ１） × Ｍ ［ｐｐｓ］　　◆速度倍率 Ｍ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（速度倍率レジスタＲ７）

　　◆　最高速度ＦＨ＝（高速送り速度レジスタＲ２またはＲ３） × Ｍ　［ｐｐｓ］

　　◆減速レート指定：　減速レートレジスタＲ５

　　　として、高速動作時の◆減速時間Ｔ dn は、

　　　　　　（ＦＨ－ＦＬ）　　　   　　Ｒ５

　　Ｔ dn ＝　　　　　　　　×

　　　　　　     Ｍ 　　　　　（４.９１５２×１０６）･････ 制御素子の動作クロック周波数
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ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　2-19. 減速点数レジスタ

2-19. 減速点数レジスタ（Ｒ６） ･･････【ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ】

　高速・指定数（プリセット）送り動作で減速点自動検出モード（2-4.項）を使用しない場合には

前 2-18 項に記した減速レートレジスタＲ５と本減速点数レジスタＲ６の設定が必要になります。

　本レジスタに設定すべきデータは必要な他のパラメータから一義的に決まります。

　　　　　　　　表２－１９Ａ．減速点数レジスタ／上位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　  各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 23

Ｂ 22

Ｂ 21

Ｂ 20

 　不使用【＝０に固定】

  

  

Ｂ 19

Ｂ 18

Ｂ 17

Ｂ 16

 　減速点数データ

　　　（上位４ビット） 　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　　　　　　　　表２－１９Ｂ．減速点数レジスタ／中位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 15

Ｂ 14

Ｂ 13

Ｂ 12

Ｂ 11

Ｂ 10

Ｂ 9

Ｂ 8

 　　減速点数データ

　　（中位８ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　　　　　　　　表２－１９Ｃ．減速点数レジスタ／下位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

 　　減速点数データ

　　（下位８ビット）

　　　　　　　　　　バイナリ・コード

　　《 計算式 》

　　◆定速送り速度レジスタＲ１

　　◆高速送り速度レジスタＲ２（またはＲ３）

　　◆速度倍率レジスタＲ７

　　◆減速レートレジスタＲ５

　　　　　　　　　　　として、本減速点数レジスタＲ６に書き込むべき値は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛（Ｒ２）２－（Ｒ１）２ ｝× Ｒ５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆減速点数レジスタＲ６＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６３８４ × Ｒ７
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ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2-20. コマンドレジスタ・モニタ

2-20. コマンドレジスタ・モニタ（Ｒ 16） ･･････【ＲＥＡＤ】

　自身の書き込んだ（パラメータレジスタ選択コマンドを除く）コマンド・データを読み返すレジ

スタです。

　　　　　　　表２－２０Ａ．コマンドレジスタ・モニタ／上位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 23

Ｂ 22

Ｂ 21

Ｂ 20

Ｂ 19

Ｂ 18

Ｂ 17

Ｂ 16

　　出力モード設定

　　　　　　　コマンド

　

　　　　　　　表２－２０Ｂ．コマンドレジスタ・モニタ／中位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ 15

Ｂ 14

Ｂ 13

Ｂ 12

Ｂ 11

Ｂ 10

Ｂ 9

Ｂ 8

　　制御モード設定

　　　　　　　コマンド

　

　　　　　　　表２－２０Ｃ．コマンドレジスタ・モニタ／下位バイトのデータ構成

ﾋﾞｯﾄ 　　各ビットの機能 　　　　　　　　　　　　適　用

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　　動作実行／停止

　　　　　　　コマンド

　


